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◎教育理念
６年間を通して確かな学力と豊かな人間性を育み、地域と協働して

『キャリア教育』を進め、次代を担う人材を育成する。

〇教育目標
学力の向上
計画的・継続的な教育を展開し、自主的･創造的な学習態度を育成する。

豊かな人間性の育成
豊かな心を育み、社会性やコミュニケーション能力の伸長を図る。

地域との協働
地域への理解を深め、主体的に地域社会の形成に参画する態度を養う。

身延・南部地区中高連携事業

中高連携通信
南部中学校／身延中学校／身延高校
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高一ギャップ・高一クライシスの原因は、高校で

学習する内容の難易度が上がり、また１時間の授業

内で学ぶ分量が増加したからだけではありません。

高校では、これまで以上に主体的な学習への取り

組みが求められたり、生活集団が多様化する中で改

めてコミュニケーション力が求められています。

授業の難易度と分量のアップに対応するために

は、家庭学習の主体的で質的な変化が求められます。

高校の授業もアクティブラーニングを導入して、

生徒が主体的に取り組めるようにサポートしていま

すが、難易度や分量は変化しません。理解するため

には、これまで以上の主体的で深い学びが求められ

ます。

さらに、身延高校は総合学科高校なので選択科目

が多く、中学校より多くの先生とのコミュニケーシ

ョンが求められます。

また、通学区域が広範囲になるため、友人関係で

も新たな環境に身を置くことになります。そのため、

高校入学直後の４～６月は、新しい人間関係を構築

するのに大きなエネルギーが求められます。

この様な中で、授業に疑問があっても、友達にも

先生にも質問がしづらく、疑問を放置しがちになる

生徒も出てきます。

「（高校授業の）授業アシスト」は、高校一年生

が、不慣れな学校生活でスムーズに学習体制を整え

ることができるように考えた方法です。

特に、学力差の大きい数学と英語で、中学校で教

わった先生が高校授業で生徒をサポートします。

安心して授業や学習に臨める雰囲気をつくります。

また、中学校での躓きを高校入学直後に解消するこ

とも目的の一つです。

さらに、中学校の先生は、高校生の苦手分野の情

報を中学校に持ち帰って、中学校の授業改善に活か

すことになります。

高校授業アシストの目的は？

高校授業アシストの学力向上イメージ
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高校生の苦手分野を中学校の授業改善に活かす

三校合同研修会（６月３日）

６月３日(金)に先生たちが、中高連携事業の目的と

目標について意思統一を図る研修会をしました。

主に、連携の必要性・連携の目標・昨年度の成果・

今年度の連携事業・学力の向上に向けた具体的取り組

みの５つについて学習しました。昨年までの成果を活

かし、「相互授業アシスト」を中心に、多くの連携行事

に取り組みんでいます。



◆ 相互授業アシストは、「高一ギャップ・高一クライシス」に対応するためです。

◆ 相互授業アシストを中心に１２事業をおこなっています。

今年で３回目になります。８月１日(月)から３日
間、国語・数学・英語・理科の４教科を身延高校 学力の向上 豊かな人間性の育成 地域との協働

で学習しました。

①中学校授業アシスト（通年）
高校の先生が、中学校３年生の数学と英語の授業をアシ

ストします。南部中は火曜日、身延中は木曜日です。

②高校授業アシスト（通年）
中学校の先生が、高校の授業のアシストに行きます。

月曜日と水曜日です。身延高校に進学すると、授業のス
ピードと難易度が、１年生から大きく変わる数学と英語
でアシストします。

③活動合同練習（通年）
陸上競技部・バレーボール部・ソフトテニス部・バス

ケットボール部・柔道部・吹奏楽部で活動します。

④三校合同研修会（６月）
６月３日(金)に先生たちが、中高連携事業の目的と目標

について意思統一を図る研修会をします。

⑤サマーセミナー（８月）
８月１～３日に身延高校で、希望する中学生が高校受

験（国語・数学・英語・理科）の対策学習会を行います。

⑥防災サマーキャンプ（８月）
８月４～５日に身延高校で、身延高校生徒と両中学校

の代表生徒が南海トラフ沿いの巨大災害を想定した防災
学習を１泊２日で行います。滅多に学べない、「生き延び
るため」の最先端防災学習です。

１１月２日（水）に実施しました。 ⑦演劇指導（９月）
中学校の学園祭の演劇を、身延高校演劇部の先生と生
徒が指導します。完成度の高い演劇を目指します。

⑧ライフミュージアム２０１６（１０月）
学校を［博物館］に見立てて10月6日（木）～12日（
水）に一般に公開します。身延中学校も出展します。

⑨小中高ボランティア活動（１１月）
小学生・中学生・高校生がともに活動することで、公
共の精神・郷土愛・地域の一員としての自覚などの「豊
かな人間性」を育みます。（南部地区を除く）

⑩総合学科発表会（２月）
身延高校の１年から３年の生徒が、キャリア教育の成
果を発表します。身延高校での学習を理解する機会です。
中学生は、希望参加です。

⑪相互授業参観（年３回）
高校・中学校の先生が、互いの授業を参観して、生徒
の指導方法を研究します。

⑫情報発信（不定期）
中学生に向けて、中高連携事業の内容を公開していき

ます。中学生の皆さんが、何を、何のために連携して学
習しているのかを報告します。



◆８月４日（木）～５日(金) 身延高校
中学校と連携して３回目になります。南海トラフ

巨大災害を想定して、1泊２日で防災について学習
しました。避難訓練と違い、これまでの巨大災害の
様子を学習した後、災害が防げないことを前提とし
て減災について学習しました。
「ハプニングもあったが、すべてを一から始める

大変さがよくわかった。」「意外と身近に危険な場所
が多かった。」という意見から、参加者は減災教育の
重要性を理解しました。

総合学科発表会（２月１１日(土)）

平成23年よりおこなっている身延高校のキャリア教育

の成果発表会です。１年で「夢の発見」２年で「夢の育

み」、３年で「夢の実現」をテーマに掲げ、１年間の学

習成果を生徒が発表します。

案内が1月中に各中学校に配付されます。中学生は、

身延高校生と未来の自分と重ね合わせて見てください。

高校3年間の成長をうかがうことができます。

◆８月１９日（金） 南部中学校
◆9月２日(金) 身延中学校
両校の中学生が学園祭で発表する演劇に対して、

身延高校演劇部の顧問と部員が指導と助言を行いま
した。シアターゲームで演劇の基本である“立ち位
置”“距離感”“発声の方向”を学んでもらいました。
このワークショップによって、完成度の高い作品に
仕上がっていきました。
（※身延高校演劇部は関東高校演劇研究大会に出場を決めました。）


